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研究者としてのキャリアをスタ トーする直前・直後の研究ステージは、学生（または社会人）から研究者への移行期そのものであり、連続するステー
ジとして扱われてこなかった。また、研究科ごと指導教官ごとに何を伝授され得るかされ得ないかがブラックボックスになっており、研究者として着
任するタイミングで既に研究者スキルに差がついている場合もある。
こうした分断があるにも関わらず、このステージはその後の長い研究活動の基盤・基礎体力をつける重要な時期である。このステージにフォーカス
した支援をすることが研究の未来を逞しくする。と同時に優秀な博士学生を引きつける機能となる。
また、このプロジェクトでは研究の未来に寄与することを目標とするため、アカデミア研究者のみならず民間研究者や企業などにおいて研究とのカ
タリストとなる人材を育成することも視野にいれる。
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